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★ P2 −7　 子宮頸部細胞診における 意義不明異型扁平上皮細胞 （ASCUS ：ベ セ ス ダ シス テ ム ）の 臨床的意義

癌研有明病院

川 又 靖貴，平井康夫，竹島信宏，宇津木久仁子，藤原　潔，杉山裕子，馬屋原健司，田 中都生，滝澤　憲

旧 的 】ベ セ ス ダ シ ス テ ム に よ り意義不明異型扁平 ヒ皮 細 胞 （ASCUS ）と翹定 され た もの の 中 に は 子宮靉部病変の 存在す る も

の と しな い もの が あ る と予 測 され る，我々 は，子宮頸部細胞診で ASCUS と判定された症例に対 して 頻回の フ ォ ロ ー
ア ッ プ，

組織診，ハ イ リス ク 型 IIPV−DNA 検査 を施行 し，　 ASCUS の 臨床的意義 につ い て検討 した．【方法】20 3年 9月か ら 2004年 12

月に 当科で 子宮頸部細胞診を施行 した 39，001例を検討対象 と し．こ の 期間中に ASCUS と判定 され た 89症例 を再鏡検 し た．こ

の 期 間 に 同意 を得 られ た 24名 に対 してハ イ リス ク型 HPV −DNA 検査を施行 した．そ の うち 3 ヶ 月以 内に組 織診を 施行 した

ASGUS の 16例 に つ い て ，　HPV −DNA 検査 の 結果 と中等度異形成以 上 の子宮頸部病変 の 有無 につ い て検討 した，ハ イリス ク型

HPV 検査 はハ イ ブ リッ トキ ャ プ チ ャ
ー法また は，高度先進 医療 の PCR 法 を用 い た．【成績1　ASCUS 症例中，38％ に最終的 に

中等度異形 成以上 の 高度病変 が 認め られた．今回 の ASCUS 症例で は．パ パ ニ コ ロ ウ染色 の 細胞豫か らハ イリ ス ク型 HPV の 陰

性 と陽性を予測する こ とは不可能で あっ た．一方ハ イ リス ク型 HPV −DNA 検査の 併用 に よ り．中等度異形成以 上の 高度病変を

効率的に検出する こ とが可能で あっ た．【結論1ベ セ ス ダシス テ ム は，
”
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ーク シ ョ ッ プ
”
の勧告に

そ っ て 改 訂 され，従来 の ASCUS は，　 ASC 　US と高度 病 変 を 除外崩 来な い ASC −｝韮に 2 分 され た，今 画の 症 例中，38％ に 最終

的に 中等度異形成以 上の 高度病変が認め られ た こ とか ら，新ベ セ ス ダ分類 で は これ らは 大 部分が ASC ．・H に分類すべ きもの で

ある こ とが 判明 した．従っ て 新ベ セ ス ダ 分類を用い る こ とに よ り，細胞診 の 感度向上 が期 待で きる こ とが示 唆 され た．

★ P2−8　 30歳未満 の 子宮頸癌検診
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｛目的】平成 17年 4 月か ら健診対象年齢 を 20歳 以 上 に ひ き さ げ る こ と，健診 問隔 は 2 年 に 1度で も良い とす る こ と と され た，

今回我々 は県内に お ける 30歳未満の 細胞診異常の 年次推移につ い て検討した，【方法】平成元年 1月から平成 16年 3 月まで ，

県内の 冬医療機関か ら総合健診施設に 依頼 さ れ
， 細胞診断 を行 っ た 684，623件 を対象 と した．こ の うち 30歳 未 満の 若年婦 人

か ら採取 された 129．918件 につ い て検討 した．【成績】紛 歳未満及 び 20 歳未満 の 若年婦人 は，総検体数の そ れ ぞ れ 129，918
件 （19．0％〉，9，451 件 （L4％ ）を 占め て い た． こ の 割倉 は 15年潤で大 きな変化 は なか っ た．3G歳未満の 異常細胞診の 舗合は，
平成元年で 28 ％ だ っ た が，平成 16年 は 9．9％ と一ヒ昇 した，妊娠 の 有無で 分け る と，妊婦で の 細胞診異常の 割合は 1〜5％ と

極端な 増加はな か っ た が，非妊婦で は 当初 2％ 前後 だ っ た細胞診異常 の 割合が，平成 15年に は 10．9％ ま で 増加 した．また 20
歳未満の 細鞄診異常の 幇合は，平成 元年で 3、7％ だ っ た が，平成 16年は 87％ まで 増加 した．16年麗の 治療例 は 262例で 上

皮内癌 213例．微小浸潤が ん 18例，lb期以上 の 子宮頸癌 21例，　AISI例，頸部腺癌 5例，その 他の 癌 4例 だ っ た ．治療例 の

細胞診は，初回 か ら 3b以 上 が 191例，経過観察中に 3b以 上 が 45 例，3a以 下 の もの が 26例で あ っ た．【結論】30歳未満の 細

胞診異常が 高率で あ吟，検診年齢の 引 ぎ rげ は妥当で あ る．しか し検診間 隔 が 2 年 で ある と
，
27．1％ の 治療 が 必要な症 例 が，

発見時に 更 に進行 し て い た 危摂を否定で きな い．隔年検診は再検証す る必要が あ る．

★P2−9　 HPV 感染 と子宮頸部異常 の p・pulati・n
−based　study
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｛目的撮 近，子宮頸癌の 若年齢化傾 向がみ られ，HPV − DNA 検査の 癌検診へ の 癒用や HPV ワ クチ ン に よる感染予防が注 目され

て い る．一
般女性の 至IPV 感染状 況，感染 パ ターン ，感染型を明 らか に しt 検診や ワ クチ ン の 開発 に 役立 て る，【方法】子宮 頚癌検

診を受けた 14− 91歳までの 女性 8264名に つ い て，文書 に よる同意 を得 たの ち に．子宮頸部細 胞診，Hybrid　capture
−2法 に よ る

HPV 検 査，　DNA 　micxoarray 法 に よる IIPV 型判定を行っ た，【成績1全体の HPV 感染率は 11％，高 リス ク型 9．6％ で あっ た．14−

19歳で は．そ れぞ れ 45％，42％，20− 24歳で は 28％，25％ が 感染 してお り，若い ほ ど感染率が窩く，約半数が 混倉型 感染で あ っ

た．細胞診クラ ス 5 は 18例 〔O．24％ ），ク ラス 3b，4 は 72 例 （O．M ％），ク ラス 3aは 503例 C6．1％）で，　 HPV 陽性率はそ れ ぞ れ

100％，86％，62％ で あっ た．HPV 陽性 で細胞診正常は，若い 女性 で は 高率で あっ たが，30歳以 上で は 6．8％ 以 ドで あ っ た．逆 に

細胞診異常で HPV 陰性 の 症 例 は年齢 が進 む ほ ど低 下 し 55− 59歳で は 33％ で あっ た．各 ｝玉PV 型 の 頻 度は，52型 （21％〉，茎6型

（20％〉，58型 （15％ ），51型 （12％ ），56型 （猛 ％），i8型 く84％）の 順 であ り，　 HPV16 近縁型は 66％，　 HPV18 近縁型 は 27％，
HPV56 近 縁型 18％，　 HPV51 近縁型 13％ にみ られた．ク ラ ス 3b以 上 の 異常を誘発する HPV 型の Odd比 は，35型（OR ＝172），　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り
16型 （OR ＝25），33型 （OR ＝22），58型 （OR ＝19），52型 （OR＝15），59型 （OR ・’14），18型 （OR ≡14），69型 （OR ＝12），混

含型 （OR 濁12｝の 順で あ っ た，【結謝 若 い 女性で は混含 型 HPV 感染が多い ．3  歳以 ．ヒの 子宮頸癌 ス ク リ　
v．

ニ ン グに HPV 検査 は

きわ めて有用 で ある．癌検診や HPV ワ ク チ ン開発 に お い て，HPV16 近 縁型 の HPV33，35，52，58型 は HPV 】8型 よ りも重要で ある。
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